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☆製品事故情報☆ 

特に高齢者の使用は注意！家庭用電気マッサージ器による事故 

事例：家庭用電気マッサージ器を使用していたら、内出血や痣、腫れができてしまった。 

☆使用が禁止されている疾病などがあるので、医師に相談してから購入・使用するよう

にしましょう。 

☆安全のため、使用する際には弱の強さから始めましょう。 

☆身体に異常を感じたときには直ちに中止しましょう。 

☆使用の前に機器に外観上の異常がないか確認しましょう。 

電子レンジ庫内の汚れの付着や食品の加熱しすぎに注意！発煙・発火事故 

事例：焼き芋を作ろうとサツマイモをラップをかけないまま加熱したところ、5 分ほどで突

然発火し庫内から煙が出てきた。 

☆こまめに庫内の手入れを行い、汚れた状態で使用しないようにしましょう。 

☆取扱説明書をよく読み、自動での加熱を避け、様子を見ながら使用しましょう。 

☆万一発煙・発火したときは、動作を停止させて電源プラグを抜き、扉を開けずに煙や

火が収まるのを待ちましょう。 

やけどに注意！水素を発生するパック型入浴剤の事故 

事例：水素が発生する入浴剤をもらい、入浴剤を入れるケースが必要だと知らずに使用した

ら、高温になりやけどをしてしまった。 

☆水素を発生するというパック型入浴剤はお湯に入れると直ちに高温になり、しばらく

持続します。直接入浴剤に触れないように注意しましょう。 

☆お湯に入れた直後に取り出すと高温の蒸気を発生します。湯に入れた後はしばらく取

り出さないようにしましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

借金の返済に充てるために、複数の金融業者から借り入れる行為を繰り返し、多重債務に陥

ると、個人の知恵や努力だけでの解決はきわめて困難になります。そうなった際、またはそう

なる前に、信用できる機関に相談することは非常に大切です。 

福島県では、12 月を「多重債務者相談強化キャンペーン」期間と位置づけ、県弁護士会や

県司法書士会の協力を得ながら、関係市町村とともに無料法律相談を実施します。併せて、メ

ンタルヘルスや家計管理支援への対応も行っておりますので、是非ご利用ください。詳細な日

程については、福島県消費生活センターのホームページをご覧ください。 

最近の相談事例 

詳しくは                     で検索！ 

一人で悩まず相談してください。 

福島県消費生活センター  ０２４－５２１－０９９９ 

過剰なセールストークによる販売 

Ｑ 同居している母が、町内のスーパーの敷地で行われている電位治療器※の無料体験に通うようにな

りました。何度も通ううちに、業者から「医師から処方されている持病の薬を飲む必要はない。」と

いう説明を受けたようです。それを信じた母は薬を飲まなくなってしまい、困っています。 

※電位治療器とは電極間または電極からアースの間に高電圧をかけて電界を発生させ、その中に人間

の体を置くことで治療する医療機器です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者の保険契約 

Q ８５歳の母は７年前に保険の販売員に勧められ、孫の保険に加入しました。その時点で３０年の払込

期間があしましたが、１００歳過ぎまで払い込みをすることになるとは本人も理解していませんでした。

契約時は現在の保険より保険料が安くなると説明されましたが、満期の戻りが少なく、これから母の入院

費用もかさむため解約したいと考えています。 

Ａ 認証基準に適合する電位治療器に関して国が認める効果は頭痛、肩こり、不眠症、

慢性便秘を“和らげる”ことですが、商品の無料体験会場では「膝の痛みが治る」「糖

尿病が完治する」といった誇大な売り込みが行われている事例があります。高齢者が

元々持っているような悩みにつけ込んで本来うたってはいけない効能効果を説明され

ることがありますので、こうしたセールスをうのみにせず、医療機関での治療を優先

するようにしてください。 

福島県 消費生活センター 

福島県多重債務者相談強化キャンペーン 
 

オリンピックに便乗した詐欺 

Ｑ オリンピック関連の団体を名乗る男性から、「東京オリンピックの入場券を 300 万円お申し込み

いただきましたね。」と電話がありました。「申し込んでいません。」と答えると、「同様の被害に

遭われた方が 10 名ぐらいいます。」「当団体は詐欺事件について警察と協力して調査をしています。

ご協力いただけませんか？」と言われたので、個人情報を伝えました。その後「あなたの名前が犯罪

グループのリストに載っています。」などと言われ、リストから名前を削除するための費用を請求さ

れてしまいました。どう対応すれば良いのでしょうか。 

Ａ オリンピック関連の団体やその関係者を名乗る者から東京オリンピックのチケ

ット申込みや購入等に関する電話があっても、すぐに電話を切るなどして絶対に応じ

ないようにしましょう。また、個人情報を削除するなどの名目で送金を求められても、

決して応じてはいけません。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    あやしい電話は 

    家族で確認を！！ 

 

 

低学年の部 
   

南相馬市立高平小学校 ３学年 齋藤 夢 特選 

福島市立佐原小学校 ２学年 遠藤 海空 特選 

郡山市立富田東小学校 １学年 横山 來唯斗 特選 

会津若松市立神指小学校 ３学年 佐々木 佑基 金賞 

白河市立白河第三小学校 ２学年 澁木 昂志 金賞 

いわき市立湯本第二小学校 １学年 野木 愛琉 金賞 

いわき市立好間第一小学校 ３学年 俣田 蓮大 銀賞 

白河市立白河第三小学校 １学年 内藤 美波 銀賞 

白河市立白河第三小学校 １学年 中野 鉄大 銀賞 

 

高学年の部 
   

学校名 学年 氏名 結果 

桑折町立半田醸芳小学校 ６学年 齋藤 世奈 特選 

郡山市立富田東小学校 ４学年 渡邊 善文 特選 

南相馬市立原町第一小学校 ５学年 叶 美咲 金賞 

川俣町立富田小学校 ５学年 鴫原 心 金賞 

川俣町立富田小学校 ４学年 藤野 結衣 金賞 

白河市立白河第二小学校 ６学年 吉田 華凜 銀賞 

白河市立白河第三小学校 ５学年 松井 乃和 銀賞 

北塩原村立さくら小学校 ５学年 原 花乃夢 銀賞 

 

【最優秀作品】 

白河市立白河第三小学校 

６学年  鈴木 慶 

なりすまし詐欺被害防止絵手紙コンクール入賞作品 

 

高齢者のなりすまし詐欺被害防止のため、今

年もたくさんの小学生のみなさんが心を込め

て絵手紙を作ってくれました。今年の特選（最

優秀作品）をご紹介します。（敬称略） 

入賞おめでとうございます 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～消費生活無料法律相談・生活再建等相談～ 

借金・多重債務問題や震災関連の問題など様々な消費生活相談に対応するため、【弁護士・司法書

士による法律相談】【ファイナンシャルプランナー（FP）による生活再建等相談】を定期的に実

施しています。相談の日時や方法など、詳しくは下記までお問い合わせください。 

【問い合わせ】 

県消費生活センター ０２４－５２１－０９９９ 福島市中町８－２ 自治会館 1階 

県中地方振興局   ０２４－９３５－１２９５ 郡山市麓山１－１－１ 

県南地方振興局   ０２４８－２３－１５４８ 白河市昭和町２６９ 

会津地方振興局   ０２４２－２９－５２９５ 会津若松市追手町７－５ 

相談日・・・毎週水曜日１０時～１６時 

相談場所・・福島県消費生活センター 

相談電話・・０２４－５２１－０９９９ 

 

 

お薬に関する相談 

 

福島県 生活環境部消費生活課 024-521-7736（平成 28年 11月発行） 

～屋外で遊ぶスマートフォン向けゲームについて～ 

ゲームで遊んでいる際に起こったとみられる事故やトラ

ブルが国内外で発生しています。注意して遊びましょう。 

1. 「ながらスマホ」は危険です！ 

2. 危険な場所に立ち入らない！ 

3. 急に立ち止まるのは危険です！ 

 

 

＊消費生活「出前講座」のご案内＊ 

出前講座を随時実施しています。無料で講師を派遣しますので、ぜひご利用ください! 

 

〈福島県消費生活センター〉 

【テーマ】悪質商法、なりすまし詐欺、 

    インターネット・トラブルなど 

【派遣先】公民館、老人会、民生児童委員

協議会、中学・高校・大学など 

【講  師】県消費生活センター職員 

【申込先】県消費生活センター（消費生活課） 

電話 024-521-7736 

(最寄り駅までの送迎等をお願いする場合

があります。) 

〈福島県金融広報委員会〉 

【テーマ】 金融、生活設計、金銭教育、 

消費者問題 など 

【派遣先】 各種学習会、大学等 

【講 師】 金融広報アドバイザー 

（ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝﾅｰ、司法書士など） 

【申込先】 福島県金融広報委員会 

（事務局：日本銀行福島支店総務課） 

      電話 024-521-6355 

お気軽にご相談ください！ 


